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初めて参加される方は参加費無料！10分前にシネマスコーレまでお越しください。

スコーレ映画サロンのお知らせ vol.286スコーレ映画サロンのお知らせ vol.286
◆日　時 : 2024年6月23日（日）    14:00～18:00
◆会　場 : 名古屋国鉄会館
　　　　　　（わからない方は10分前にスコーレに集合またはお問い合わせください）
　　　　　※映画サロンは禁酒禁煙です。
◆参加費 : 1000円（初参加の方は無料です）
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▷関心領域
　 （5/24よりミッドランドスクエアシネマほかにて公開）

▷あんのこと
　 （6/7より伏見ミリオン座ほかにて公開）

課題映画

　元来思わせぶりな映画は嫌いだが、監督の実績がそれを覆す。思わせぶり
な描写の意味を語り合う楽しさに満ちた映画が「悪は存在しない」だ。ラスト
シーンがファーストシーンに繋がっているという解釈から、考える事を放棄し
たという大胆な発言まで、それはそれは楽しいサロンの場だった。評価もバラ
バラで、そこも盛り上がる大きな要素だ。濱口監督の作品だからいいに違い
ない、いい映画だと無理にでも信じたい。潜在的にありそうなシネフィルのそ
んな思いを笑い飛ばすかのように、大嫌い、いかにもインテリが作った哲学
映画、こんな丸投げの映画を作っちゃダメだ、などとのハッキリした意見も頻
繁に出て、本当に活性化したいい時間だった。でもあのラストを大真面目に
語れるのも濱口竜介ブランドがあるからこそ。無名の監督作品だと
こうはいかなかったかもしれないな。
　映画の背景の解説や知識がいるという意味では
「人間の境界」はその最たるものだろう。ほんの２年
前に起きていた出来事。世界中のニュースを知る事
が可能な環境でも世の中は知らない事だらけだ。今
の外国映画を観る喜び、今の外国映画を語る意義はこ
こにある。素晴らしい映画！(小西)
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木全 純治
（スコーレ代表） 55 2 4 5 4 3

小西 孝直
（スコーレサロン代表） 45 1 5 3
坪井 篤史
（スコーレ支配人） 5 3 3 4 3 3

井上 章 4 3 4 5 3 3 3

岡村 昌俊 35 5

加藤 賢二 35

加藤 千穂子 25 4 4 4

横井 清 34 2 4 4 2 3 3

榊原 隆裕 35

三田 正継 55 4 4 3 3
高橋 広河 34 3 3 3 3

山本 正明 35 3 3 4 3 2 3

近藤 生久子 45

白石 麻由子 45 3 3

牧野 鐘徳 54 4 3 2
斎藤 文彦 35 3 5 5


